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。
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論
を
盛

る
で
あ
ら
う
と

こ
ろ

の

『
9
因
・
巷
8
器

が

一
五
六
八
年

の
出
版
物

で
あ

つ
た

で
あ
ら
う

こ
と

は
、
右

に
述

べ
來

つ
た

ぜ

ん

さ

く

に

よ

つ

て
充
分

に
明
瞭

に

さ

れ

た

と

思

ふ
。

後

に
述

ぶ

る

が

如
く

.

『
9
寄

超
。
霧
。
・は

旨

包
8
言
鼻

の
論
読

に
樹
す

る
批
判

と
し
て
ー

i
少
く

と
も

一
五

六
八
年
版

に
於

て
は
1

展
開

惑
れ

て
ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、
そ

れ

に
含

ま

る

蕊
貨

幣

読

を

明

ら

か

に
し

よ

う

と
す
れ

ば

、

勢

ひ

]≦
鑑
窃
霞
o
詫

の
論
読

を

明

ら

か

に
し

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
し

、
.

貨
幣
鍛
量
説
史
上
の
ジ
ャ
y
・
潔
ー
ダ

y

(
手
塚
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一
曇

叉

之

を

明

ら

か

に
し

よ
う

と

す
れ

ば
、

更

に
ま

た
論

孚

の
意

昧

を

理
解

し

よ

う

と
す

れ

ば

、
十

六

世

紀
初

頭

の
欧

洲

特

に
佛

蘭

西

の
物

債

の
運

動

を

明

ら

か

に

し

て
置

か

ね

ば

な

ら
な

い
。

蒐

ド

、

・
と

こ

ろ

で
,此
時

代

の
此

蓮
動

が
研

究

さ

れ

始

め

た

の

は

、
加
。
9
ぴ
$
サ

に
よ

つ

て

璽
あ

る
Q

金

銀

の
債

値

の

攣

遜

を
論

じ

鞄

出
桜

⑦
覧
。
ず
(<
o
昌
傷
窪

b
巽
一〇
酵

oず
窪

◎。
。げ
毛
碧

ざ

ロ
鴨

昌
一專

妻

o
昌
⑦
侮
窪

a
。冒
昌

]≦
。
雷
一す

H
◎。
恥
Q。)
の
如

を
悉

の
も

な

か

つ
た

講

で

は
な

い
が

、

十

六
世

紀

の
欧

洲

に
於

け

る
物

債

蓮

動

は

、

一
八

七
九

年

に
な

つ

て

。。
。
9
び
8
H

に
よ

つ
て
初

め

て
詳
密

に
問

題

と

し

て
提

起

せ

ら
れ

、
.研

究

さ
れ

た

と

云

つ

て
よ

い
。
彼

は

男
08
触ヨ
§
昌
矯q・
Ω
8
∞Q
量
9

同ωo
冨

]≦
窪

o
一宣
昌

σq
o
昌

の

国
お
碧

豊

昌
σq
。・冨
旨

宅

に
於

て
、

ア

メ
リ

カ
稜

見

以
後

の

い
、
〉
日
伽
言

器

霧
冨
σq
昌
9
。

及

び
欧

洲

諸
國

の
金

銀

の
生
産

高

を

研
究

し

た

。

此

研
究

は

重

大

な

る

修

正
を

加

ぺ
ら

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
も

の
で
は

あ

つ
た

が
、
兎

に
角

に
も

、
後

の
研
究

と
論

議

の
礎

石

を
初

め

て
据

え
た

も

の
と

し

て
重
要

覗

せ
ら
れ

ね
ば

な

ち

ぬ
。

セ
。養
。・。・o自

が

缶
糞

9
旨

山
o
譲
民

諺
鈴
嵩
⑦
2

α
8

9
器
。。
$

b
縄
霞
響

8

、窪

津

碧
8

の
第

二
版

に
於

て
此

問

題

を

論

じ

た

の
も

、
主

と
し

ズ

。。
0
9
ぴ
8
騰

に
擦

つ
て

璽
あ

つ
鞄
。

'

　

・
越

え

て

一
八
九

五
年

》

一
八

九

五
年

と

去

へ
ば

未

だ

物

便

騰
貴

の
問

題

は

重

大

な

聞
題
㌦と
は
な

つ
て

ゐ
な

か

つ
た

が
3

金

の

ス

下

ツ

ク
と

物
債

と

の
關

係

の
重

要

さ

が

現

は
れ

始

め
た

と

き

で
あ

る
が

、

0
8
茜

≦
ぜ
言

は

重

要
な

る
著

作

N
謹

し
O
鵬
。窪
。嘗
o

自
窪

団
機。
肖。・
器
く
9
ロ
且
。
ロ

舟

。。
園
≦

§

"

図
く
目

冒

耳
ぎ

民

窪
丹。・●
ピ
。首
巴
σq
讐
H
◎。
O
μ

を

公

刊

し

た

。

翌
年

挺
は

、

]≦
o
昏

凶

切
o
暮

が

(

物
債

革

命

が
始

つ
て

ゐ
た
國

の
み

に
研

究

を

限

局

し

、

主

と

し

て
十

六

世

紀

の
債

格

革
命

中

に
於

け

る

エ
ス
パ

ニ
ア

の
凋
落

を

詳

細

に

研
究

し

て
ゐ

ゐ

ρ
其

著

作

は

。。
冨

巳
。
霧

≧

實
巽
彗

σq
ミ
似
年
。
る
傷
偶
窪

因
。〈
。
一鼠

o
昌
傷
$

お

臼
9
穿
ぎ

巳

。
拝
9

0。
言
暮

σq
碧
び



μ
。。⑩
O
(臨器
ρ

図
昌

竃

警

9

窪

理

ぐ
o
一寄
乱

器

。冨
剛集
。冨

・。。
齢ロ
象
窪

●)
で
あ

る
が

冷

此

問
題

・に

つ

い

て

の
傑

禺

し
た

も

σ

瓦

戸の

.一「
で
あ

る

。

だ

が

ハ
ツ

ブ

ス
ブ

ル
グ

の
下
た

エ
ス
パ

ニ
ア

が
没

落

し
た

ご

と

を

認

め

る

の
.を

欲

し

な

か

つ
た

エ
ス
パ

三
Fア

及
び

塊

太

利

の
畢

者

は

此
書

名

に
憤

慨

し

、

從

つ

て
此
書

が
學
者

の
研
究

を
刺

激

し

た

こ

と

は
甚
・大

で
、あ

つ
た
。
.・

ド
鑑
σq
亙

q・貯

は

周

到
な

る
研

究

を

以

て

O
冨

準
$
-ρ
三
三

及

び

蜀
ず
欝
署

目

の
財

政

上

の
潔

白

を

誰

明

せ
ん

と

し

、.国
蹴
匡
無

も

ま

た

こ
れ

を

援

け

た
。

實

に
此

ら

二
學

者

の
研
究

に

よ

つ

て
、

土

ス
パ

一r
ア
に

つ

い
て
だ
。け

は

、
物

債

革

命

の
始

期

た

つ

い

て

の
正
確

な

知
識

が

得

ら
れ

る

こ
と

」
な

つ

た

ρ

但

し
此

ら

二

學
者

の
所
読

は
批

判

を

受

く

べ

き

飴

地

も

少

く

は

な
い

の

で
あ

つ

て
湘

此

批
判

の
仕

事

は

O
蔚

8
ず
鑑

国
弓
⑦冒

に

よ

つ
て
行

は

れ

つ

函
あ

る
ゆ

ま

た
佛

蘭

西

に
於

け

る
わ

物

債

騰

貴

は

口
碧

の
段

に

よ

つ

て

研

究

せ

ら

れ

、
山
O
。
轟

憂

山
8

。。
。
。
弾

留

o
恥
轟

暮
$

山
。
嶺

O
α
に

報

告

せ

ら

れ

て

ゐ

る

℃
、,

吏

に

≒

九

二

一
年

に

は

〉
・.
ζ

鐘

9
ざ

い
9

7
碧

8
α
ム
8

一弓
笛
x

9

置

甘

昏
o
、
8

9

器

冨

。
冨

言
曾
。
戸

午

碧

。
ρ

碧

掬
く
H
①
'

。・
一竃

額

が

出

て

、

翌

一
九

二
二

年

に

は

∪
延
0
9

ρ

ピ
9
も
瀞

9

伽
8

ぎ

B
凶曾

o

碧

営

¢
総

。
げ

魯

冨

。
募

。
碧
ε
。
ロ
。
・
が

出

て
ゐ

る
。

次

い
で
白

耳

義

人

男
・＼国
稗
ωぎ

の

い
・Φ
畠
σ
9
二
鳶

9
ヨ
o
幕
冨
蹄
。
。。
。
『
臨
塁

昌
。母

。
。・℃
這

卜。
Q。
・
は

旺

な

る
論

職

を
.十

六

世
紀

の
物

債

騰
貴

と
其

時

代

の
學

読

の
解

読

に

つ

い

て

ま

き

起

し

た

。

次

い

で

エ
ズ

パ

昌
ア

の
物
債

運
動

に
關

.

す

る

国
帥
旦
ぎ

旨

の
二

研
究

冷
(一
)
》
B
。浮

§

目
器
器
ξ

。
彗

仙

諺
巳

』
属
。。置
昌

℃
警

窃

(嵩
O
O。
ー

μ
の
O
O
)・
》

ω
け巳
団
ぎ

昏
。

ラ

し

　

　

ゆり
ぐ

り
あ

m
冨

三
婁

男
警

σ
男
。
く
o
ぎ
ユ
o
P

(応9
)
]≦
0
9

冨
噸

冒

剛
冨
備
ざ
昌
ぎ

9

ω
艶
。
●
は

エ

ス
パ

ニ
ア

の

物

債

革

命

を

詳

ら

か

に

し

た

。

更

に

ま

た

渥

笹
ユ
農

(目
轟

島
o

き

畠
監Z
碧

蒔
&

o
昌

ぴ
9
≦
0
9

の
す
銑
昌

獅
民

昏

O
臼
昌
象
$

皆

昏
O
菖
ヨ
0
9

昏

o
缶

愚

。。ぴ
ξ

撃

貨
幣
薮
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観
史
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の

ジ
ャ
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・
瀞
ー
ダ

ン
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手

塚
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〈
`
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昌
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剛暮
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二
〇
昌
鑑
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昌
o
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μ
⑩
トっ
刈
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や
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昌
α
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7
0
容
ず
$

碧

o剛o
謬
昌
窃

o
け
昌
o
百
く
o
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ωg
月
一〇
目
o
`
〈
o
ヨ
o暑

σq
曾
玲
巴

偶
o
。・
冒
貯

身

掬
く
一。
聲

図
一嗜

の
響

飼

μ
㊤
G。
b9
.)
の
研
究

が
あ
り

、
最

近

に
は

国
碧
毬
ひ

男
⑦
07
窪
oげ
o
o
2

侮
o
o仁
§
6暮
ω
ω賃
二

讐露
。・8
蹄
o

山
8

"
ユ
×

窪

団
§
昌
8

戯
。
呂
O
O

脚
日
。。
O
ρ

お

。。
①
.
が

現
は

れ

て
、

十

六

世
紀

の
物

便

革

命

は
愈

明

瞭

に

せ

ら
れ

つ

、
あ

る
。

か

く

の
如

き
資

料

か

ら
吾

々
は

十

六
世

紀

の
物

債

革

命

が
如

何

な

る
も

の

で
あ

つ
た

か

の
姿

を

見

ね

ば

な

ら
な

い
。

、
先
づ

此

物

債
革

命

に
先

立

つ
十

五

世
紀

末

を
見

る
と

、

そ
れ

は
低

物
債

の
時

代

で
あ

つ
た

と

云

ひ
得

る

の

で
あ

る

が

陶
吾

々
は

之

を

正
確

な
資

料

に

よ

つ
て
誰

明

せ
ね

ば
な

ら
な

い
。
十

六

世

紀

の
三

四
十

年

代

の
人

々
は

、
十

五

世
紀

末

が
低

物
債

の
時

代

で

あ

つ
た

と
感

じ

て
ゐ
た

の
で

あ

つ
て

、
f
此

れ

が
、

過

去

を
ば

室

想

化

し

て
讃

美
す

る

人
性

に
多

少

は

基

く

も

の
で
あ

つ
た

と
は

云

彗
、

否

定

す

べ
か

ら
ざ

る

事
實

で
あ

つ
た

こ
と

は
資

料

の
示
す

数

字

が

語

る
所

で
あ

る
。

而

し

て
此

低

物
債

は
大

醗

に
於

て
貨

幣

量

の
少

か

つ
た
事

實

と
相

一
致

し

て

ゐ

る

と

云

つ

て

よ

い
ゆ

當

時

の
欧

洲

が
有

し

て
ゐ

た
金

銀

は

、
英

佛

に
於

け

る
内

齪

の
絡

結

、

鎮
ス
パ

呂
ア

の
統

一
、

現

代

の

モ
ナ
漕

シ
ー

の
成

立

等

の
あ

つ

て
以
來

、

一
時

的

に

せ
よ
欧

洲

に
普

及
し

た

平

和

歌
態

の
た

め

に
生

じ

た
商

取

引

活
動

の
増

大

に
相

慮

じ
得

る
も

の

で
は
な

か

つ
た

⑩

此

貨

幣

の
訣

乏

こ
そ

は

欧

洲

人

を

し

て

ロ
ー

マ
帝

政

時

代

以
來

放
置

さ
れ

て
ゐ
た

金

銀
騰

の
探

掘

を

再

び
盛

な

ら

し
め

、

ψ8
§

。
ま

で
も
利

用

せ

し

め

た

原
因

で
あ
り

、
ま

た
採

絵
癒

技

術
を

著

し

く

進

歩

せ
し

め

た
原

因

で
あ

り
、

金

銀

を

新
天

陸

に
求

め

し

め

た

原
因

で
も

あ

つ
た

。

・

と
こ
ろ
で
、
物
債
は
何
時
頃
か
ら
騰
貴
し
始
め
,
民
衆
を
し
て
之
に
關
心
を
も
た
し
む
る
に
至
つ
た
の
で
あ
轟

偽

ま
た
物
債



騰
貴

は
各
國

に
同
時

に
同
檬

に
現
は
れ

た

の
で
あ
る
か
否
か
。
交
通

が
不
便

で
あ

つ
て
経
濟
的
平
衡
歌
態

が
現
は
る

」
に
は
比
較

的

に
長

い
時

聞
を

必
要

と
し
、

且
リ

ヨ
窪

鎚
島

8

が
経
濟
的

ナ

翫
ヨ
ナ
リ
ズ

ム
を
基
礎

と
せ
る
當
時

に
於

て
、
そ
れ

が
各
國

に

同
時

に
同
様

の
程
度

に
現
は
れ
た
と
考

へ
る
は
云
ふ
迄

も
無
く
誤

で
あ
る
。
學
者

が
研
究
し
得
た
限
り

に
於

て
は
、
物
債
縢
貴
は

他
國

に
先

ん
じ
て
先

づ

エ
ス
パ

ニ
ア
に
現
は
れ
た
。
国
聲
・Uo
は
、
肉
、
油
、
牛
乳

、
チ
ー

ズ
、
飲
料
、
燃
料

に
つ
い
て

O
。
巳
。
9

に
て

一
四
九
五
年

に
關

し

て
行
は
れ
た
調
査

の
結

果
は
其
ま

玉
十
五
世
紀
末

ま
で
否
十

六
世
紀
初
頭
ま

で
通
用
す
る
事
實
を
明
瞭

の

に
し

て
ゐ
る
。

た

讐
小
萎

の
債

格
は
例
外

で
あ

つ
て
、
十
五
世
紀

の
申
頃
か
ら
騰
貴

の
傾
向

を
辿

つ
て
ゐ
る
。
だ
が
此

現
象
は
全

く
地
方
的

で
あ
り
、
農
業

の
著

し
く
嚢

退
せ
る
地
方

の
み
に
限
ら
れ

て
ゐ

て
、
而
も
外
國

か
ら
小
委

が
輸
入

せ
ら
れ
得

る
地
方

に

は
、
騰
貴

は
現
は
れ

て
ゐ
な

い
。
小
萎

の
慣
格

が
公

定

せ
ら
れ
た

の
は

一
五
〇
ニ
ー

三
年

に
行

は
れ

た
も

の
を
以

て
最
初

と
す

る

が
、
そ
れ
が

O
器
色

ρ

に
於

て
行
は
れ
た

こ
と
は
、
明
瞭

に
右

の
事
實
を
物

語

つ
て
ゐ
る
。

だ

が
十
六
世
紀

に
入
る
や
、
小
萎

も
ま
た

一
般
物
債

の
蓮
動
傾
向
を
辿

つ
て
行

つ
た

の
で
あ

る
。
O
器
亀

。
に
つ
い
て
見

る
と
、
`

一
五
〇
三
年

に

一
ゴ
彗
ωσq
僧

の
公
定
債
格

一
一
〇

目
舞
巽
巴
置

で
あ

つ

た
「の
が
、

一
五
三
九
年

に

は
二
四
〇

に
、

一
五
五
八
年

に

は

三

一
〇

に
、

一
五
七

一
年

に
は
三
七
四
に
、

一
五
八
二
年

に
は
四
七
六

日
舞
9
ま
舞
。。
に
攣
化
せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
る
。

此
ら
公
定

債
格
は
勿
論
市
場
債

格
其
も

の
で
は
な

い
が
、
大
髄

に
於

て
市
場
便
格
を
追
随
し

て
ゐ
た

こ
と
は
疑
ふ
饒

地
が
な

い
◎
指
激
を
以

て
表
は

せ
ば
、

一
五
〇
三
年
に

一
〇
〇
な
り
し
小
萎

の
公

定
債
格

は

一
六
〇
〇
年

に
は
五
五
六
と
な
り
、
大
萎

の
公
定
債
格
指
歎

は
五

哨
0
と
な

つ
て
ゐ
る
。
あ
伽σΩ
。
ξ
。

の
ラ

シ
ヤ

一
碧
昌
o
は
、

ゴ
五
二
二
年

に
五
〇
〇
乃
至
五
五
Q

ヨ
弩
碧
巴
尻

で
あ

つ
た

も

の

貨

幣
簸
量

説
史
上
の

ジ
ャ
y

・
瀞

ー
ダ

ン

(
手
塚

)

一
五

5)C.Espejo,LacarestiadelavidaenelsigloXVI,yremdiosdeabaratarla,
RivistadeArchivossIg21.

、



一
六

が

、
'
一
五

四

八
年

に
は

六
八

〇

乃

至

七

四
〇

と

な

り

、

一
五

八

六
年

に
は

一
、
.
コ

一五

と
な

少

、

フ
イ

リ

ツ

プ
ニ

世

の
死

し

た

一

の

五
九

八
年

頃

に
は

一
、
五
九

六

§
程
碧
伽窪
ω
に
達
し

て
ゐ

る
。

正
確

に
云
ぺ
ば
、

一
五
〇
ニ
ー

三
年

の
小
萎

の
債
格
騰
貴

は

一
時
的
で
あ
り
、

一
五
〇

六
年

に
は
此
騰
貴

は
停

止
し
、

一
五

一

二
年

に
は
賃
銀
引
下
げ

の
聲

さ

へ
現
は
れ

て
ゐ
る
。
然

る
に

一
五

一
八
年

に
は
再
び
肉
及
び
小
萎

に
現
は
れ

、

一
五
二
三
年

に
は

く
巴
巴
。
一箆

の
議
會

は
此

ら
商

品

の
輸
出
禁

止
を
討
論

し

て
ゐ
る
。

此
頃
か
ら
騰
貴

は
総

て
の
商
品

に
現
は
れ
、

政
府
は
、
奢
修

禁
止
法

、
公
定
憤
格

馬
輸
出
禁

止
等

に
よ

つ
て
其
傾
向

を
阻
止

せ
ん
と
し

て
ゐ
る
。

一
五
三
二
年

に
は

。。
貫
。
く
汐

で
は
、
代
議

士

ら

が
此
物
債
騰
貴
を
抗

し
得

べ
か
ら
ざ

る
事
實

と
考

ふ
る
に
至
ρ
、
賃
銀

の
調
節
を
必
要
と
考

ふ
る
に
至

つ
て
ゐ
る
。

か
～
為
物
債
騰
貴

に
直

面
し

て
、
此
原
因
を
薪
大
陸

か
ら

の
金
銀

の
流
入

に
露

せ
ん
と
す
る
思
想

は
未
だ
明
確

に
は
現
は
れ

て

ゐ

な

か

つ
た
。
薪
大
陸

の
入

々
が
・エ
ス
パ

昌
ア
の
産
物
を

消
費
す

る

こ
と
が
此

原
因

で

あ

る

と
素

朴

に
考

へ
ら
れ

て
ゐ
た

の
で

あ

る
。

さ

て

エ
ス
パ

昌
ア
を
襲

つ
た
此
物
債
騰
貴

は
直

ち

に
他

の
欧
羅

巴
諸
國

に
傳
播
し
た
か
と
云
ふ
に
、
さ
う
で
は
な

い
。
勿
論
多

少

の
例

外
は
あ
る
ρ
例

へ
ば

フ
ラ

ン
F

ル
地
方

の
如
き

で
あ
る
。

こ
れ
は
此
地
方

が

エ
ス
パ

盈
ア
王

の
支
配
下

に
あ

つ
た
か
ら

で

は
あ
る
が
、
然

し
尚

フ
ラ

ン
ド

ル
地
方

の
物
債
騰
貴
は

エ
ス
パ

昌
ア
の
そ
れ

に
は
遠
く
及
ば
な

か
つ
た
。
ま

た
同

じ
ぐ

エ
ス
パ

島

ア
王

の
支
配
下

に
あ

つ
た

ナ
ポ
リ
、

シ
シ
リ
ー
、
其
他
後

に
此
支
配
下

に
立

つ
た

ミ
ラ
ノ
、
ジ

エ
ノ
ア
、
ト

ス
カ

ヌ
等
唱
物
債
騰

貴
を
見

た
が
、
こ
れ

も

エ
ス
パ

ニ
ア
の
そ
れ

に
遠

く
及
ば
な

か

つ
た
。
ボ
ー
ダ

ン
は
、
切
8
宕
蕊
。

の
中

で
、
「
一
切

の
物

は
佛
蘭

6)Hauser,Introduction,pp.XII-XIII.



'
西

に
於

て
よ
ヶ

エ
ズ
パ

ニ
ア
及
び
伊
太
利

に
於

て

ヨ
リ
高
債

で
あ
り
、
伊
太
利

に
於

て
よ
リ

エ
ス
パ

ニ
ア
に
於

て

ヨ
リ
高
債
で
あ

わ

ラ

る
」
・さ
蓉

つ
で
ゐ

る
が
、

こ
れ
は

斗

一魯
。
の
研
究

に
よ

つ
て
其

正
確
な

る
こ
と

が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
惣
。

佛
蘭
西

の
物
債

は
相

當

長

い
聞

エ
ス
パ

ニ
ア
の
水
準

の
遙

か
以
下

に
あ

つ
た
。
賃

銀
も
ま
た
同
様

で
あ

つ
た
。
そ
れ

が
た
め
た

十
六
世
紀

の
申
頃
ま
で

は
、
佛
蘭
西

か
ら

エ
ス
パ

ニ
ア
に
農
耕
勢
働
者

、
職
人
等

の
移
佳
す
る
者

が
甚

だ
多
く
、
ま
た
佛
蘭

西
か
ら

エ
ス
パ

ニ
ア
に
輸
入

さ
る

、
物
資

は
著
し

い
額

に
達
し
た
。

今

十
六
世
紀

の
佛
蘭
西

の
物
便
革
命

の
敬
態
を
経
濟
史
家

の
研
究

に
よ

つ
て
明
ら
か

に
し

て
見

る
と
、
大
髄

に
於

て
、

一
五
五

〇
年
か
ら

一
六
〇
Q
年

頃
ま

で
穿
あ
る
。
先
づ

一
々
の
維

濟
史
家

に
つ
い
て
、
研
究

の
あ
と
を
辿

つ
で
見

る
。
'

国
σQ
8
昌
昌
・碧
.
此
著
者

は

国
宮

o
マ
。
含

8
ヨ
§
巽
8

富

冨

国
§
昌
。
ρ

ρ

b9
噂
◎
7

目
露
ー
O
(μ
Q。
Q。
9
)
で
、
先

づ
十
五
世
紀
末
か

ら
十
六
世
紀
初
頭

に
か
け

て
、
佛
蘭
西

の
物
便

が
下
落
し

て
ゐ
た

こ
と
を
読
く
。

此
読
明

の
た
め
に
、
此
著
者

は

一
五
〇

六
年
九

凋

二
十

二
日
の
金
銀

の
買
上
債
格

に
關
す

る
王

の
布
告
を
根
擦

と
し
て
と

つ
て
ゐ
る
。
然

し
此
當
時
、
造
幣

局

の
金
銀

の
不
足
を

補
充
す

る
た
め

に
、
政
府
が
特

に
金

銀

の
買
入
債

格
を
引
上
げ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
此
買
入
債
格

が
高

か
つ
た

と
云

ふ
事
實

を
以
て
、
物
債

が
下
落
し

て
ゐ
た
と
考

ふ

べ
き
資
料
と
な
す
こ
と
は
出
來
な

い
。
當
時

に
於

て
は
、
物
債
騰
貴

と
金

銀
便
格
め
騰
貴

と
の
二
事
實

が
併
存
し
得
た

の

で

あ
る
。

而

し

て

此
著
者

に
よ
れ

ば
掬
物
債

は
ム
五
二
五
年
頃

か
ら
騰
貴

し
始

め
、

一
五

三
〇
年
か
ら

一
五
六
〇
年

に
騰
貴

は
愈
著

し
く
な

つ
て
、
農
産
物
は

李
均

四
〇
%
、

工
業
製

品
は
二
五
乃
至
三
〇

%
、

農
業
勢
働
賃
銀

は

U
五
乃
至
二
〇
%
、
工
業

勢
働
賃
銀
は
二
〇
乃

至
三
〇
%

の
騰
貴

と
な

つ
て
ゐ

る
と
云
ふ
ゆ
更

に
此
ら

の
縢
貴

貨
幣
殿
量
観
史
上
の
ウ
ヤ
ン
・
瀞
ー
ダ
ン

(手
塚
)

日
七

7)Bodin,Response,ξd.Hauser,P.15.

8)wiebe,zurGeschichteder.PreisrevolutiondesxvlundxvllJahrhundert,

P・3i5.
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一
入

・
は

一
五
六
〇
年

か
ら

一
五
八
〇
年

に
於

て

著

し
く
(
、小
萎

の
債
格
は

一・○
○

%

の
騰

.

.貴

と
な
り
、
他

の
食
物
は
四
倍

の
債
格

と
「

・な
り
、

賃

銀
は
五

〇

乃
至

七

〇

%

の
騰

貴

と
な
り
、

地
債

は

三
倍

と

な

つ
.た
ど

の

)

蓉

ふ
。

す見

ピ
。
〈
器

い
。
舞

。
此

経

濟

史

家

は

国
凶湾
o
蹄
①

力

自
8

0
ド
器
o
ω
O
肖
く
ユ
郎
窃

o
昌

団
話
昌
o
ρ

卜9
ヨ
①

買

.

騰

蓬

。
昆

於
て
.
+

六
世
紀
に
於
け
る
巴

貨

里
の
小
萎
市
場
の
相
場
の
記
録
を
基
礎
と

の卿

し
て
上
表
上
段
の
如
き
騰
貴
の
事
實
を
明

劫

18,(

ら

か

に

し

て

ゐ
、る

ρ

,

・

<
甘
σ
ヨ
8

免
》
く
o
昌
o
ご

炉
o
び
o
凶
い、
,ト
ぴ
げ
伽

書

郵

此
ら
の
賢

家
の
研
究
の
藁

を
「一
々
鑑

す
る
こ
と
蓮

け
て
・
司
.藍

に
從
つ
て
・
「此
ら
三
者
の
得
籍

番

綾

だ

恥

け

を

右

表

下

段

に

示

も

て

置

く

。

一

・

,

・

:

ー

.

・

.
、

…

.
・

、

:

、

ー

・

,

..

・

・
.
・
・

)
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■

貨

幣
籔
量
観
史

上
の

ジ
ャ
ン
・
潔
ー
ダ

y

(
手

塚
)

此
ら
数
人

の
経
濟
史
家

の
得
た
結

果
は
必
す
し
も

詳
細

の
瓢

に
至
る
ま

で

一

致
を
示
し

て
ゐ
る
わ
け

で

は
な

い
が
、
佛
蘭
西

の
、物

債

騰
貴

が

一
五

二
五
年

か

ら
顯
著

と
な
少
、
世
紀

の

牛

ば
を
過
ぎ

て
か
ら
は
、

騰
貴

は
愈

其

遽

力

を

加

へ
、
十

六
世
紀

に
近
づ
く

ま

で
其
勢
を
失
は
な
か
つ

た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
・

瞭
な

一
致

が
あ
る
。

シ
ミ

ア

ン
が
作
成

し
た
グ
ラ

フ

は
此
事
情
を
明

ら
か
に
し

一
九

●



一

.

二

〇

ノ

て
飴
纏

が
な

い
。
右
圖
は
世
ハ複
爲

で
あ
る
。

・

ー

、
器
:

・

か

玉
る
物
債
革
命

に
直
面
し

て
、
此
原
因
と
そ
れ

に
封
す

る
方
策

が
朝

野

の
問
題
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
く

な

つ
た
。

、一
五
六
五

年

八
月
、
巴
里
の
議
會

は
役
人

に
命
す
る

に
、
有
能

な
る
人
を
會
合

せ
し
め
封
策

の
研
究

を
な

さ
し
む

べ
き
こ
と
を
以

て
し
た
。

而
し

て
此
種

の
會
合

が
各

琶
毎

に
行

は
れ

た
。
其
議
事
録

は
今

日
残
さ
れ

て
ゐ
な

い
が
、
此
會
合
が
、
,6
冨
旨
ぴ
器

自
2

8
ヨ
讐
窃

に
委
托
さ
れ
た

調
査

の

一
部
で
あ

つ
た
こ
と
は
ほ

讐
確
か

で
あ
り
、
顧

問

の

一
人
で
あ

つ
た

竃
鑑
・
い守
。
搾

が
會
合

に
於

て
活
躍

し
た

こ
と
も
ほ

貸
確

か
で
あ
る
。

ポ
ー
ダ

ン
の
著
作

は
實

に
此

崔

聾

。。葺
。
津

の
議
論

に
封
す
る
批
判

と

し

て
物

さ

れ

た
の

で

あ

つ
た

。

四

ボ
ー

ダ

ン
の

因
。音
o
諺
o
は

]≦
番

曾
8
律

の
パ

ン
フ

レ
ツ

ト

ピ
。
切
団
潜
§
鳥
o
×
窃

含

。。鉱
㈹
昌
。
ロ
H
山
o

】≦
巴
o
。。
昏
o
ド

8
5、ωo
崖
o
嘆
魯

男
亀

9

巳
銑
。・昏
o

o
巳
ぎ
9
マ
o
山
o

。。8

8
目
箕
o
ω℃
切葺

一⑦
臨翫
9

侮
8

日
o
昌
昌
畠

0
9

質
8
0
葺
oN
9
紹

]≦
a
窃
けo
窪

目
o
蕩

号

ヨ
霞
ψ

H
α
O
O
・
の
批
判

で
あ

る

が
、

此

,竃

幕

・・窪
o
ぽ

は

如

何

な

る

人

で

あ

つ
た

か
。

此

れ

に

つ

い
て
は
殆

ん
ど

全

く

知

ら
れ

て

ゐ
な

い
や

先

づ

正
し

い
名

が

竃

9。冨

賃
。
智

で
あ

つ
た

か

護

§

・霞
o
罰9

で
あ

つ
た

か

さ

へ
も

明

ら

か

に
な

つ

て
ゐ
な

い
ρ
け
8

男
碧
鑑

o
×
8

の
第

一
版

(
一
五

六

六
年

)

及

び
第

二
版

(
一
五

六

八
年

、
此

版

は

男
8
客

蕊
。

の
第

噌
版

の
省

頭

に

つ
け

ら
れ

て
ゐ

る
)

に
は

常

に

]≦
9。訂

欝
9
9

と
書

か
れ

て

ゐ
る

し

、
閑
。な
9

器

で
は

、
表

紙

に
於

て
も

本

文

に
於

て
も

ボ
ー

ダ

ン
に
よ

つ

て

竃

巴
。。。窪
。
律



乏
書

か
れ
、て
ゐ
る
。

ま
た
此

.言
巴
8
減
9
?
が

の
o
琴
。
崔
。
同
含

閑
9

魯

崔

溺
剛ω貫
。
o
a
ぎ
櫛
謬
・
匹
。
。・溜

8
ヨ
讐
甥

一で
あ

つ
た
惹
と

健

測
貸
註
。
×
。
ω
丈
自
記
さ

れ
た
事
實

で
あ

つ
て
疑

ふ
べ
遷

で
は
な

い
が
、
彼
が
如
何
な

る
人
で
あ

つ
た
か
拡
、
塵

史
家

の
せ
ル
遷

く

に
よ

つ
て
も
明
ら
か
に
な
ち
な

い
や

缶
.
缶
器
ω巽

は
佛
國
立
圖
書
館

の
所
藏
本

の
樂
書

.(
十

六
世
紀

の
そ
れ

乏
推

定
さ
れ

る
)

め

=

0
臼
魯
彗

O
ぽ
羅
ξ
計

。。
鴨

"
・
「竃
聾

。・賃
鼻

を
手

が
か
う

と
し
て
詮
索
を
な
し
た

の
で
あ

つ
た
が
、
不
成
功

に
終

つ
た
9
た

讐

ポ
ー
ダ

ン
が

男
8
ロ
。
蕊
。
の
第

一
版

で
は
常

に

ヨ
o
量

。
舞

傷
。

罎
昏

¢霞
。
一け
と
書

き
乍
ら
、
第
二
版

廼
は
軍

に

蜜

9
一8
賃
9
『
と

書

い
て
ゐ
る
所

か
ら
察
す
る
と
ふ
庇

人

の
死
は
恐
ら
く

一
五
六
八
年

か
ら

一
五
七
八
年

の
間

に
あ

つ
た

と
思

は
れ
る
。
ま
た
、
後

述

の
如
く
物
便
革
命
を
貨
幣

の
改
悪
鋳

の

一
原
因

に
麟
し
た

の
が

]≦
鑑
8
胃
o
言

で
あ

つ
た

が
黛

ボ
ー
ダ

ン
は
や
第

一
版

で
は
此

原
因
を
全
然

排
斥
し

て
ゐ
る
が
、
第

二
版
に
於

て
此
原
因
を
探
り

入
れ

て
ゐ
る
の

は
」
論
敵

の
死
亡
・の
事
實
が
第

一
版

と
第

二
版

め

込

の
間

に
起

つ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
は
し
め
ゐ
。

'

.
竃
鑑
8
肩
。
智
な

王
の
諮
問

を
機
會
と
し
、
三
年
間

の
研
究

の
後

に
報

告
書

た
る

男
舞
9
。
×
$
を

公
刊

し
た

の
で
あ

る
が
、
報
告

の

書

が
如
何
な
る
理
由

を
以
セ
公
刊

せ
ら
れ

る

に
至

つ
た

の
で
あ
る
か
は
未
だ
明
ら
か

に
な

つ
て
ゐ
な

い
。

℃
碧
巴
。
×
8
、億
二

つ
か
ら
成

つ
て
ゐ
る
コ
且
ハ第

一
は
、
「
佛

蘭
西

で
総
セ

の
物

が
騰
貴

し
た

と
云
は
れ

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
誤
解

で
あ

つ
て
」
三
百
年

以
來
何
物

の
縢
貴
も
な

い
鮎

と
云
ぶ

の
で
あ
る
。
δ

器

ざ
昌
。・。
巳
9
ぎ
9

沖
8
民貯
。昌

津

避
8
・
号

尾
o
暑
『

の

O
ユ
。ゆ
ω
O
巳
O
昌
け
畠
O

け
O
麟
酔O
oり
O
ゲ
O
ψ
0
3

麟
窪
⑦
昌
傷
揖

ρ
9
0

ユ
O
昌

昌
層矯

⑦
q励
舟
O
昌
O
ず
O
H
団
b
鼠
ω

言
O
貯

O
O
β
g。

9
昌
¢
・)

・而

」し

て

此

第

一
。バ
ラ

一ド
ツ

ク

ス

の
思

想

の
出

震

黙

は

、

今

ゑ

で

ょ

汐

竜

ヨ
リ

多

く

の
金

叉

臓

銀

貨

幣

を

引

渡

す

に

非

れ

ば

同

じ

物

が

購

ひ

得

ら

れ

な

い
場

合

貨
幣
藪
量

読
史

上
の
ウ
ヤ
y
・
瀞
ー
ダ

ン

(
手

塚
)

二

一

1)

2)

3)

4)

Hauser,Intrρduction,p.XXVenIlo亡e31ユeBranchuらEcrits』otables5urla

monnaie・Introduction・P・XL・ ・
..,一 ・こ工

eBranchu,oP.citりP.XI・V.

LeBranchu,OP.cit.,XL.

1・.Einaudi,Paズadoxesin6ditsduseigneurdu】Malestτoittouc!1antlesmonnoyes.
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二
二

た

、
物
債
騰
貴

が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來

る

の
で
あ
る
が
、
・も
し
實
際

に
徴
し

て
三
百
年

の
昔
も
今
も
同
七
物
を
購

ふ
に
同
¢

、量

の
貨
幣
を
提
供
し

て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
、物
債

は
三
百
年
來

少
も
も
騰
貴

し

て
ゐ
な

い
と
噺
定
す

べ
き

で
あ
る
と
云

ふ
に
あ
る
。

,

此
パ
ラ
ド
ツ
ク

ス
の
實
誰
を
な
す

た
め
に
、
竃
延
。。・q
o
管
は
學
げ
る
、

一冗
五
六
五
年

に
葡
萄
酒

一
§
巳
島
の
債
格
は
銀
貨
十
ニ
リ
ー

ヴ

ル
で
あ

る
が
、

腎

碧

二
世

の
時
代

(
十
四
世
紀

の
中
頃
)

に
は
金

貨
四
リ
ー

ヴ

ル
で

あ

つ
た
事
實

、
及
び
金

一
リ
ー

ヴ

ル
は

一
五
六
五
年

に
は
六
〇

。・
。
7
ε
霞
唇
冨
で
あ

つ
た
が
、
臼
o
碧

二
世

の
時
代

に
は
二
〇

。・
。
冒

ε
仁
諺
。
冨
で
あ

つ
た
事
實
を
。
此
ら

の

事
實
か
ら
明
ら
か

で
あ

る
や
う

に
、
葡
萄
酒

一
ヨ
⊆
崔

を
購

ふ
に

一
五
六
五
年

に
人
が
二
四
〇

。・9
器

酔2
旨
。
『
を
引
渡

し

て
も

、

』
。
碧

二
世

の
時
代

に
八
〇

奪
誘
。・
8
⊆
諺
。
凶肋
を
引
渡

し
て
も
同

一
の
純
銀
を
引
渡

し
た

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

つ
て
、
此

ら

二
時
代

の
聞

に
物
便

の
騰
貴

が
あ

つ
た

と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な

い
。
此
意
味

に
於

て

密
彗

二
世
以
來

、
物
債

は
少

し
も
騰
貴

し

て
ゐ
な

い
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
ρ

・だ
か
ら
総

て
の
物

に
今
現
は
れ

て
ゐ
る
と
人

が
信

じ

て
ゐ
る
債
格
騰
貴
拡
、

.。O
豆
a
o
旨
く
巴
鳶
"
o
仁

の

一ヨ
茜

。
α
o
o
o
ぢ
讐
o
鶏
楊

0
ゑ
o
傍
三

ω昌
¢冨
昌
需

ρ
⊆
巴
8
5
ρ
器

●..
で
あ

る

に
過

ぎ

な

い
。

第

二

の
パ

ラ
ド

ツ

ク

ス
は

、

「
8
2

其

他

の
金

銀

貨
幣

た

封

し

之
を

受

取

り

た

る

時

の
債
格

を

共

ま

玉

に

付

し

て

ゐ

る

な

ら

ば

、
、人

は
此

ら
貨

幣

の
多

く

を

失

ふ

で

あ

ら

う
」

と

云

ふ

に
あ

る
。

(ρ
ロ
.自
矯
9
ぴ
$
8
ξ

9
冨
a
器

。。霞

暮

8
β

o
二

碧

け暑

の

目
8

昌
。
饗

岱
、自

魯

畠
、9
お
窪
計

窪
8
器

曾

.。
昌
『

目
舞

。
宕
霞

目
窃
ヨ
。
弓
同
厨
碧

.。
昌
冠

器
8
ε

佛
蘭
西

の
王

の
貨
幣
政
策

は
、

同

じ
数

の

。。・。
器

で

ヨ
リ
多
敏

の

奪
器
¢
8
口
§
。
砂
を
表

は
せ
し
め
よ
う
と
す
ち
に
あ

つ
た
。
然
も
人
民

は
貨
幣

に
封

し

て
其
素

材

の
債
値
し
か
認
め
な

い
。
だ

か
ら
王
は
そ

の
貨
幣
政
策

の
實

現

の
た

め
に
、
屡

々
貨
幣

の
改
鋳
を
行

は
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ

餌

%

レ

F畿盟鷲雛

、



故

に
、
入

は
貨
幣

を
受
取

つ
た
其
債
値

に
於

て
其
貨
幣
を
評
債
す

る
な
ら
ば
、
損
失
を
蒙
る
わ
け

で
あ

る
。
例

へ
に
十
四
世
紀

に

月
俸

二
〇

り
ー
ヴ

ル
を
受
く

る
役
人
は

二
〇

⑦
沖
器

を
得
る
こ

と

が
禺
來

た
。

こ
れ
は
天
鷲
絨

五

碧
昌
。ω
の
債
格

に
相
當

し
た
。

然

る

に
今
や
二
〇
リ
ー

ヴ
ル
の
月
俸

は
八

。
胃
葛

(
一
。
8
湯

は
五
〇

。・。
一。。
か
ら
成

る
)
に
相
當
す
る

に
過
ぎ
な

い
。
何

と
な
れ
ば

天
鷲
絨
=

慧
5
2

の
債
格
は

一
〇

り
ー
ヴ

ル
で
あ

つ
て
、

二
〇
リ
ー
ヴ

ル
は
二

即
彗

$

を
購

ひ
得
る

に
過

ぎ

な

い

か
ら
で
あ

る
。

故

に
二
〇

リ
」
ヴ

ル
を

受
取

つ
た
債
値

に
於

て
今

も
評
債
す
る
な
ら
ば
、

三

碧

昌
霧

の
損
失
を
受
け
る

こ
と

曳
な

る
の
で
あ
る
。

要
す
る

に

]≦
9。冨
¢葺
o
津

が
二

つ
の
パ
ラ
ド
ツ
ク

ス
に
於

て
主

張

し

た

の
は
、

政
府

が
貨
幣
特

に
銀
貨

の
悪
鋳
を
な

し
た

玉
め

に
、
特

に
銀
貨
幣
を

以
て
示
し
た
る
物
債
は
稻
呼

の
上
だ
け

で
は
著
し

い
騰
貴
を

示
し
た
や
う

で
あ
る
が
、
銀

の
純
分
量
を
以

て

表

は
せ
ば

三
百
年
來
何

ら
の
騰
貴

も
な

い
と
云
ふ
こ
と

に
あ

つ
た
。
此
主
張
は
決

し

て
十
六
世
紀

の
物
債
革
命
を
読

明
し
得
る
も

の
で
は
な

い
が
、
出
9
邑
昌
が
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、

一
五
六
〇
年
ま

で
は
銀
貨

の
悪
鋳

と
物
債
騰
貴

と

の
聞

に
可
成
り

の
並
行
關

わ

係

が
存
在
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
物
債
革
命

の

一
つ
の
原
因
を
読
明
す

る
も

の
で
は
あ

る
。

五

ボ
ー
ダ

ン
の

口
8
℃
。
霧
。
は
、
實

に

嵐

聾

ω言
鼻

の
此
所
論
を
批
判

し
、
十
六
世
紀

の
六
十
年
代
ま

で
の
物
債

騰
貴

の
眞
因
を

指

摘

せ
ん
と
す
る
目
的
を

も

つ
て
ゐ
た
。

男
2
鳴
§
8

の
申

で
、
ボ
ー
ダ

ン
は

】≦
9
冨
窪
o
津

の
研
究
方
法

の
飲
瓢
を
學
げ
る
。

ボ
ー
ダ

ン
に
よ
れ
ば
、
]≦
粒
奮

㌶
。
津

は
徒

貨
盤
蟹
量

観
史
上
の

ジ
ャ
y

・
瀞
ー
ダ

y

(
手

塚
)

二
三

、

7)Hlarsin,op.cit・,P.34・



く

㌧

.

、

・

"

二

四

ら
に
演
繹
法
を
濫
用
し
、
十
三
、
四
世
紀
の
物
慣
を
實
誰
葡
に
明
ち
か
艇
す
る
こ
乏
な
く
」
貨
幣
悪
鋳
の
事
實
と
一
五
六
〇
年
代

の
物
債
か
ら
演
繹
的
に
虚
構
駒
に
算
拙
し
て
ゐ
る
。
ま
た
悪
鋳
の
事
實
の
認
識
に
も
屡
誤
謬
が
あ
る
。
例

へ
ば

男
匡
首
鷺

一〇
記
露

め

の
下
に
於
け
ゐ
悪
鋳

の
事
實
が
見
逃

さ
わ

て
ゐ

る
込
云
満
が
如
き

で
あ
'る
。

・

:

・

'

層

欄

事
實

の
不

正
確

な
る
認
識
を
基
礎

と
す

る
以
上
、
]≦
櫛
寡

窪
o
謬

の
所
論

が
物
債
騰
貴

の
原
因

と
な
す
所

の
も

の
は
、
勿
論
不
充

分

で
あ
る
。
之
を
不
充
分

と
考

ふ
る
ど

こ
ろ
か
、

ボ
ー
ダ

ン
は

男
。稽
。
霧
。
の
第

一
版

に
於

て
は
、
貨
幣

の
悪
鋳
を
十

六
世
紀

の

物
債
騰
貴

の
原
因

と
さ

へ
認
め

て
ゐ
な

い
。
た

讐
第

二
版

に
於

て
こ
れ
が
物
債
騰
貴

の
第
五

の
原
因

と
せ
ら
れ

て
ゐ
る
に
止
る
。

第

一
版

に
於
て
は

蜜

幕

暫
3
津

を
批
判
す
る
に
急
な

る
絵

り
、

論
敵

に

一
歩

を
も
譲

る
こ
と
を
潔

よ
し
と
せ
す
、

貨

幣
悪
鏡
を

助
(註
)

紛

物
便
騰
貴

の
源

因

と
す

る
て
と
を
散
意

に
な
さ
な
か

つ
π
と
信
ぜ
ち
れ
る
。
或

ひ
は
之
を
な
す

こ
と
を
忘
れ
た

の
か
馬
知
れ
ぬ
。
・

「(
註

)

「..目

窃

な

。
ψ
切
惹

。

ρ
q
。

。
。

の
。
#

箇
¢
ψ
ω
一
鐸
昌

淵
。
鐸

鋤

騨

色

砿
℃
騨
吋
三

。
昌

画
。

・。
ゆ
旨

8

暮

H
・。
臼

9
§

ρ
ロ
、昌

疑

ロ
け

凶
量

び
ロ
。
N

一
。
㎝

昌
。
躍
く
。
簿
受

魯

・
7

。
署

睾

。
昌

伽
。

ヒ6
。
9
言

『
¢
巨

崔
切

部

.蓬

ロ
。
g

。

轟
。
の

巨
目
岬鈴
郎
。
昌
の

g

5
鋤

帥
一H
。
切

。
ρ

箒

。庵
。

&

品

①

巷

實

昌
一
想
①
β
・.噌

-

`

7
.

ド

う

ノ

コ

お

ド

コ

じ

の

ロ

ヤ

ヘ

ヒ

カ

ビ

　

レ

男
甥
℃
。
蕊
⑦
の
第

一
版

で
は
物
便
騰
貴

に
三
原
因
が
あ
る
と
當

初
に
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る
。
所

が
此
叙
越

に
直
ち

に
績

風
籔
行

で
原

.

、

、
の

(

註

)

・

・

、

・

、

.

.

.

"

,

・

因

に
四

つ
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
恐
ら
く

こ
れ
は
不
注
意

に
基
く

の
で
あ
ら
う
。

:

(
註

)

、、}
。

仲『
。
離
く
。

コ
ロ
¢

一
p

号

四
噌
3

ρ
口
。

昌
。
嵩
・陰

く
。
図
。
昌
い
く
画。
⇔
弓

。
彪
吋
酔
周
。
一凱

。
鵬

⑦
ρ

言

℃
同
げ
り
。
毫

。

。
ψ
け
.
℃
N
¢
㎝
ρ
q
ゆ

u
⑦
二
一
⑦

。
ω
二

.§

β
幽
9
昌
φ
。

自
.。
同

,
。
乙

、譜

g

け

.

ζ

§

8

伽
。

。
8

琶

§

g

。
g

欲

く
♂
昌
け
g

冨

三

。

幽
。
砿

ヨ

g

。
寛

・
肋
・

H
位

ぎ

莚

①
暮

。
。・
ニ

レ

象

。
簿
。

℃
ρ
三

。
g

!

§

・・⑱

喜

骨

冨

=

9

g

凶仲
け。

ρ
g

鵠

=

ρ

餌
。
"・
§

寂

量

ロ
書

。
。・
二

。

℃
喜

ぜ

餌
¢
・・

吋
。
器

。
茜

書

・

塗

碧

。
墓

"
曾

一
ぽ

駐

巴

。

嘗

。・

一

.・
㌧

己

$

昏

。
器

虐

鴇蓼

豊

月

暮
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、

.

ヨ
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吃

.

、

∵

・
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第

一
の
而

し
て
主
な
る
原
因

は
國
内

に
金

銀
が
豊
富

に
な

つ
た
と

と
ゼ

あ
る
。
・
此
第

『
の
原
因

℃
そ
私

の
此
歴
史
的
研
究

の
問

'

題

に
關
し

て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
他

の
原
因
を
尋
ね
た
る
後

、
再

び
此
原
因

の
読

明
を

ボ
ー
ダ
、ン
に

聞

く
で
あ
ら
う
。
第

二
以
下

の
原
因
は

ボ
ー
グ

ン
に
と

つ
て
は
第

二
次
的
原
因

で
し
か
な

い
の
で
あ
る
が
、
其
第

二
の
原
因

は
、
商

人
、
職
人
、
、佃
傭
勢
働
者

の
な
す
所

の
猫
占
で
あ
る
。
此
ら

の
人

は
、
宗
敏

の
ヴ

エ
適

ル
下

に
か
く
れ

た
集
會

に
よ
つ
て
團
結

し
、
賃
銀

叉
は
製
作
物
叉
は

の

商

品

の
債

格

を

昂

騰

せ

し
む

る
。
第

三

の
原

因

は
物
資

の
訣

乏

(島
。。o
淳
⑦
)
で
あ

る
。
物
資

の
獣

乏

は

一
方

で
は
輸

出

を
大

な

ら

し

め

且

つ
輸

入
を

減

少

せ
し

む

る

こ
と

か

ら

生
す

る

の

で
あ
り

、λ
い
ゴ
昌

〔
傷
o
匹
。
長

ヨ
o
饗

蕊
〕

ω
曾

宕

舞

廿

#
簿

9

窪
。
℃

σq
同碧

9

ρ
鼠

ω。
h葺

ぎ

凌

一。
民畠

碧

日
。
噛
。
仁

噂
。
鐸
二

.。
3
窟
8
冨
§
⑦
暮

鳥
鴇
巷
。
旨
・
=

$

。ず
。
。・8

幕
8
ωω鉢

。
ρ
)
他

方

で
ほ

災

害

(住
6囎

曾
)

の

で
あ
る
。
最
後

の
原
因
は
君
主
諸
侯
等

の
奢
修

で
あ
る
。
男
。
。。喝
o
霧
o
の
第
二
版
で
は
先

に
云

つ
た
や
う

に
、
第
五

の
原
因
と
し
て

わ

貨
幣
の
悪
鋳
を
あ
げ
た
。
.

…

-
・

ボ
ー

ダ

ン
は

そ

の
實

誰

主
義

的
精

騨

に
忠

實

に
、
古

く

か

ら

の
物

債

及

び

貨
幣

制
度

に
關

す

る
資

料
を

縦

横

に
騙

使

し

て
、

物

債

騰
貴

が
此

ら

四

原
因

叉

は
五

原

因

に
基

い
て
生

じ

て
ゐ

る

こ

と
を

誰

明
す

る
。

績

い
て
此

ち

五
原

因

に
關
す

る
野

懸

策
を

提

案

す

る

。

そ
れ

ら
を

叙

述

す

る

こ

と

は
、

こ

玉
の
問

題

に

は
無

欄
係

で
は
あ

る

が
、

た

壁
主

原
西

に
封

す

る

も

の
を

云

ふ
な

ら

ば

、

無

策

で
あ

つ
た

と

云

つ
て
よ

い
。
即

ち

ボ
ー

ダ

ン
は

、
金

銀

の
豊

富

な

る
所

で
は
、

取

引

が

旺

盛

で
あ

り
、

そ

れ

か

ら

生
す

る
物
,

債

騰
貴

の
弊

も

し

の
ば

ね

ば
な

ら

ぬ
止

む
を

得

な

い
も

の
と

せ

ら

れ

て

ゐ

る

や

う

で
あ

る
。

、.い
.夢
。
民

彗

8

偶
.自

2

傷
.舞
σq
。
再

ρ
鼠

。
ω二

9
腎

ぽ
ω。・⑦
傷
.ロ

85

窟
団
。。℃
自
。
茸

窪

思

a

・
。×
n臣
。
二

9
。冨

惹

鯛
。
舞

ψ"雛

思

窪

碧

。
謬

峠巴
。
蓼

。客
o

ε

2

。
言
B
写

貨
幣
鍛
量
読
史

上
の

ジ
ャ
ン
・
瀞
ー
ダ

ン

(
手
塚
)

二
五
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7)

Response,6d.Hquser,p.16.
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Response,6d.1593,P.56etsuiv.



ご
六

鵠

切
。・
ひ

嵩

葛

戸

試
睾

8

昌
魯
言

澹

0

8

葺

8

9

8

霧

切
段

o
矯
§

け

傷
、9
g

彗

辞

§

o
写
。・

殺

慰

。
。。

簿

勲
9

2

岳
ω
ω

信

ρ

「、o
聴

g

.
一、舞

『q
6
暮

め

吻
0
3
津

℃
言
¢
oo
島
§
Φ
.曽曽

」

さ

て
問
題
を
中

心
閑
題

に
働
す

る
第

一
原
因

に
移
す
。
第

一
原
因
は
ボ
ー

ダ

ン
に
よ
れ
ば

「
主
た
ち
且

つ
殆

ん
ど
唯

一
の
原
因

で
あ
り
、
」
此

王̀
國
た
る
佛
蘭

西
忙
は
四
百
年
前

に
あ

つ
た

額

の
四
倍

の
金
銀
が
あ
る
と
云

ふ
事
實

で
あ

る
。
更

に
換
言
す
れ
ば
、

「
此
原
因

は
物

に
慣

値
と
債
格

と
を
與

ふ
る
所

の
物

の
豊
富
と

事
實

で
あ

る
。
」

(い
9
弓
円ぎ
。ぢ
p一⑦
。
99
⑦
ρ
鼠

。
琴
冨
捧

8
暮
8

の

9

8

$

⑦
旨
ゐ

鼠

ρ
器

涛

信

ρ
器

8

。。
。
搾

8
二

、昌

8

魯

昌
8

号

8

ρ
鼠

傷
。
言

。

窃
ユ
B
豊

。
昌

魯

◎
膏

遷

×

魯

。
・・
8

し

「
金

銀

の

豊

富

は

そ

れ

ら

を

輕

硯

す

る

に

至

ら

し

め

、

買

は

れ

る

物

を

騰

貴

せ

し

め

る

。
」

(。
.o
ω
8
謬

一、菩

8

費

昌
8

傷
.自

9

免
舞

鴨

鳥

ρ
三

ゆ

葛
島
。
一。
巳
。
℃
静

"
"§

ご
¥

忠

冨

魯
醇
幕

昏
。ω
。ぎ

。・窃

9

。。欝
勲
)

ボ
L
ダ

ン
は
此
原
因

の
認
識

が
誤

で
な

い
こ
と
を

彼
の
特
有

な
實

護
主
義

的
精
棘

に
ょ

つ
て
誰
明
す

る
。

先

づ

守

三

》
。
言
ユ

將
軍

が
、

ペ
ル

シ
ヤ
王
下

に
あ
る
.
竃

層
8
幽
9
山
。

王
國
を

征
服

し

て
、

ロ
ー

マ
の
人
民
が
納
税
す
る
必
要
が
無
く
な

つ
光
程
多
額

の
金

銀
を

ロ
ー

マ
に
齎

し
た
と
き

に
、

ロ
ー

マ
の
地
債

は

一
瞬

に
し

て
三
分

の
二

の
縢
貴

を
見

せ
光
事
實
が

、コ
暮
舞
書

。
窪

睾

蕊

に
ょ

つ
て
傳

へ
ら
れ

て
ゐ
る
例
を
あ
げ
、
此
事
實

は
土

地
の

不
足

に
基
く

も

の
で
は
な
く
冷
土
地

の
猫
占
に
基

く

の
で
も
な
く
、

「
金

銀
を
輕
覗

せ
し
め
從

つ
て
買
な

る

、
物

の
債
格
を
騰
貴

せ
し
む

る
金

銀

の
豊
富

」

に
基

く
と
論
明
す

る
。
其

他
多
敷

の
例
を
あ
げ

た
後

、

エ
ス
パ

ニ
ア
の
物
債

が
高

い
の
は
隔

此
國

が
富

恥

ん
で
ゐ
て
金
銀
に
豊
か
で
あ
る
か
ら
だ
と
読
明
す
る
。
而
し
て
十
六
世
紀
中
頃
の
佛
蘭
西
の
物
債
の
騰
貴
の
第

一
原
因
と
な
つ
た

金
銀
が
如
何
に
し
て
佛
蘭
西
に
豊
富
に
な
つ
て
來
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ボ
」
グ

ン
に
よ
れ
ば
、
佛
蘭
西
は
肥
沃
な
廣
大
な
土

8)

9)
10)
II)

Response,ed.Hauser,P.32.

Response,6d.Hauser,P.10.

Response,6d.Hauser,P・Io・

Response,6d,Hauser,PP.15-6・



地

か
ら
成

つ
て
ゐ
て
、
外
國
か
ら
商
晶

の
輸

入
を
な
す
必
要

が
少

い
の
に
反
し
、

工
気

パ

昌
ア
ぱ

佛
蘭

西
な
く
し

て
生
存
七
得
な

い
國

で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
小
萎
、
綿
布

、

毛
織
物
、

冨
魯

一"
3
自
。
P

紙

、
書
籍

、

家
具

其
他

の
工
作
品
を
佛
蘭
西
か
ら
輸
入
す

る

。
ま
た
英

、

ス
コ
ツ
ト

一フ
ン
ド
、

ノ
ー

ル
ウ

ェ
ー
、
瑞

典
、
丁
遜

バ
ル
チ
ツ
ク
海
岸

地
方
は
佛
蘭
西
か
ら
葡
萄
酒
嵩

サ
フ
ラ

ン
隔

鴇
毒

6
舞

き

9
。。け。ど
殊

に
臨
皿を
輸
入
す

る
。

か

玉
る
事
情

の
下

に
佛
蘭
西

に
は
年

々
亘
額

の
金
銀

が
流
入
し
た
と
云
ふ
の
で

あ
る
。
'而
も

エ
ス
パ

ニ
ア
か
ち
流
入
す
ゐ
金

銀
は
、

エ
ス
パ

ニ
ア
が
新

大
陸

か
ら
流

入
す
る
所

の
も

の
で
あ
り
、
從

つ
て
佛
蘭
西

に
流
入
す

る
金
銀

が
直
接
闇
接

に
薪
大
陸

か
ら
來
る
も

の
も
亘
額

で
あ
る
と
云
ふ

の
で
あ
る
。

ボ
ー
ダ

ン
が
十
六
世
紀

の
物
債
騰
貴

を
第

一
原
因

に
よ
つ
て
読
明
し
た

の
は
、
多

く

の
経
濟
學
読
史
家

に
よ

つ
て
、
貨
幣
数
量

読

の
最

初

の
明
確
な
把
握

で
あ

る
と
せ
ら
れ

る
。
四
百
年

に
も
近

い
以
前

の
読
明

で
あ
る
か
ら
、
如
何
な

る
學
読
史
家

と
雄
そ
れ

を

以

て
近
代
形
式

の
貨
幣
藪
量
読

の
把
握

で
あ
る
と
信

じ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な

い
。
然

る
に
此
数
年
來
、

ボ
ー
グ

ン
に
封

し
て
激

量
論

の
把
握
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
學
者

が
出

て
來

て
ゐ
る
。
出
舞
。。ぎ

や

ピ
。
切
鎚
碧
ゴ

や

≧
鏑

男
8
。
の
如
き

が
此
學
者

で

あ

る
。

三
者
共

に
魂
敏

量
読

に
は
、
貨
幣
激
量

と
物
憤
乏

の
間

の
因

果
關
係

の
認
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し

、
且

つ
貨
幣
敬
量

拗

と
物
債

と

の
間

に
正
確
な
比
例
關
係
が
認
識

せ
ら
れ

ね
ば
な
ち
な

い
と
云
ふ
。
然

る

に
ボ
ー
ダ

ン
に
は
此
ら
二

つ
の
認
識

が
訣
け

て
ゐ

る

の
で
あ

つ
て
ゐ
…從
つ
て
ボ
ー
ダ

ン
は
数
量
詮

の
明
確

な
最

初
の
把
握
者

で
は
あ
り
得
な

い
と
云

ふ
の
で
あ
ゐ
。

、

だ

が
因
果
關
係
が
認
識

せ
ら
れ
な

い
と
は
、

ボ
ー
ダ

ン
の
場
合

に
は
如
何

な

る
意
昧

で
あ
ら
う
か
。

ボ
ー
グ

ン
の
著
作
は
、
十

六
世
紀

に
於

け
る
佛
蘭
西

の
物
債
騰
貴

の
読
明
即
ち
原
因

の
読

明
を
な
さ
う
と
し
た
も

の
で
は
な

い
か
ゆ
口
窪
ω窪

も
云
ふ
、
「
上

貨
幣
殿
量
観
吏
上
の
ジ
ャ
ン
・
瀞
ー
ダ
ン

(
手
塚
)

二
七

'12)Har
sin,oP.cit.,PP.39-40;1・eBranchu,〕L,articlecit6,P.1243;

lath60riemon壱taireム1ath60rieξconomique,p.13・
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